
※１・２年次研究の成果と課題 

 

令和８年度 はばたき学習（総合的な学習の時間）実践・研究計画 

部 員 〇大森 果歩、伊藤 智美、山田 幹、石井 知徳、大山 光子 
 
Ⅰ はばたき学習における 
  自律した学習者の姿 
 
 
 
 
 

Ⅱ はばたき学習における 
授業デザインの取組 

 
 
  
                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
     
Ⅲ 1・２年次研究で生成した仮説                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ 1 年次研究の課題と、改善するための手立て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 思いや願いを強めて探究に向かえ
るように、現状把握に関連付いた課
題設定や新たな方策の工夫 

Ｂ 自分にとってよりよい概念へと更
新できるように、自分と他者のもつ
概念とのずれの背景を思考ツールを
用いて整理・分析する場の設定 

Ｃ 単元で形成した概念を活用できる
ように、形成する概念のつながりを
意識した単元構想と単元配列 

１ 自分たちの活動に価値を見い
だし、思いや願いを強め、主体的
に探究に向かう姿 

２ 自他のもつ概念のずれに着目
し、自分にとってよりよい概念へ
と更新する姿 

３ 単元で形成した概念を更新し
て活用する姿 

 

 問題解決に没頭する子どもの姿 
（数字は、自律した学習者との関連） 

要因・手立て 
（英字は、授業デザインの取組との関連） 

一
年
次 

自分の好きなことを満足に行うた
めに、児童同士が互いに呼び掛けた
り、やり取りをしたりして関わり合い
を求める姿（１、２） 

子どもの「こうしたい」という思いを
尊重して信じて委ねる教師の心構えや、
好きなことを自由にできる環境を設定
し、それぞれの活動を行う上で現れてく
る課題を解決していく単元を構成したこ
と（Ａ、Ｂ、Ｃ） 

 活動過程を振り返り、遊びの中にあ
った学びの要素を活動に意味付け、変
容していく姿（１、２） 

自己理解につなげるため、なぜそのゲ
ームを選んだのか、どのような困難が解
決しそうなのかを問い掛ける問答を繰り
返したこと（Ａ、Ｂ） 

二
年
次 

  

 

 課題となった子どもの姿 
（数字は、自律した学習者との関連） 

改善するための手立て 
（英字は、授業デザインの取組との関連） 

一
年
次 

 子どもたちの自主性を尊重したこ
とで、ただ楽しむだけで終わってしま
い、学びに結び付かない子どもの姿
（１、２） 

 課題意識をもち、実践して確かめ、ま
た新たな課題をもつという過程で、学校
内外の人や場所を活用する活動を展開し
たり、自身の内面や考え方の変容、学び
を自覚することができるように振り返り
を積み重ねたりする。（Ａ、Ｂ） 

 



令和８年度 はばたき学習（総合的な学習の時間）全体計画
秋田大学教育文化学部附属小学校

学校教育目標
子どもの実態 「自律」 教育課題

教師の願い 保護者の願い
のびのび きびきび わくわく

研究主題
自律した学習者が育つ授業デザイン

めざす子ども像
「自律」する子ども

☆思いやりの心をもち、互いのよさを認め合って高まろうとする子ども
☆自分で判断して、正しい行動をつらぬく子ども
☆心身ともに健康で生き生きと活動する子ども
☆学ぶ楽しさを見いだし、よりよいものを求めて工夫する子ども
☆自分の可能性を信じ、挑戦する子ども

はばたき学習における自律した学習者の姿
○自分たちの活動に価値を見いだし、思いや願いを強め、主体的に探究に向かう姿
○自他のもつ概念のずれに着目し、自分にとってよりよい概念へと更新する姿
○単元で形成した概念を更新して活用する姿

◇育てたい資質・能力
Ａ 問題発見能力（対象へのこだわりをもってかかわる資質・能力）
Ｂ 状況知・方法知（場面やフィールドに応じてかかわる資質・能力）
Ｃ 実践力・実行力
（自己や周囲の向上のためにはたらきかけながらかかわる資質・能力）

Ｄ 生き方・考え方（生活、価値観、人生観への反映）

◇授業デザインの具体的な取組
○思いや願いを強めて探究に向かえるように、現状把握に関連付いた課題設定や新た
な方策を工夫する。

○自分にとってよりよい概念へと更新できるように、自分と他者のもつ概念とのずれ
の背景を思考ツールを用いて整理・分析する場を設定する。

○単元で形成した概念を活用できるように、形成する概念のつながりを意識した単元
構想と単元配列にする。

各 学 年 の 活 動 探究課題 学習事項
（特に育てたい資質・能力）

３年 ・みんなの笑顔があふれるまちⅠ ・ 商 店 街 の 活 ・ 商 店 街 の 活 性 化 に 向
～秋田市のたからものを見つけて～ 性 化 に 努 力 け て 努 力 す る 人 々 の

（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ） する人々 思い（創意）
・ 地 域 の 一 員 と し て 地
域 の 活 性 化 に か か わ
ろ う と す る 活 動 や 取
組（参加）

４年
・みんなの笑顔があふれるまちⅡ ・ 多 様 な 他 者 ・多様な他者とよりよい
～よりよいかかわり合いを求めて～ との共生 関わり方ができるよう

（Ａ、Ｂ） ・ 自 分 を 支 え になるために自分たち
・ありがとうを伝えようⅠ て く れ た 人 が 大 切 に し た い こ と
～今までの自分、そして未来へ 々 （多様性）

（Ｃ、Ｄ） ・自分自身の成長と支え
・附属小でよりよく生きる て く れ た 人 へ の 感 謝
～はとの子文化祭～ （成長）

（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）

５年 ・みんなの笑顔があふれるまちⅢ ・ 将 来 へ の 展 ・地域で働く人の存在と
～働くってどんなこと？～ 望 と 地 域 で 働くことの意味（勤労）

（Ａ、Ｂ） 働く人々 ・自分自身のよさへの気
・ありがとうを伝えようⅡ ・ 自 分 の 役 割 付きと将来への展望
～伝統のバトンを受け継いで～ と成長 （個性）

（Ｃ、Ｄ）
・附属小でよりよく生きる
～はとの子文化祭～

（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）

６年 ・みんなの笑顔があふれるまちⅣ ・ 地 域 の よ さ ・地域の伝統や文化のも
～ふるさと秋田再発見～ を 守 り 、 そ つ特徴（郷土）

（Ａ、Ｂ） れ を 活 か す ・互いのよさを生かし、
・ありがとうを伝えようⅢ 人々 共によりよく生きてい
～自信と誇りを胸にはばたけ～ ・ 社 会 の 一 員 こうとする活動や取組

（Ｃ、Ｄ） と し て の 役 （共生）
・附属小でよりよく生きる 割
～はとの子文化祭～

（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）

＜キャリア教育＞仲間と自己を見つめ、自立に必要な意欲・態度や能力を育てる。
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＜特別活動＞仲間との学校生活の充実と向上を目指した学びを積み重ねる。




